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Abstract: This paper deals with the decapod crustaceans obtained from the 
stomachs of four species of fishes collected at the rocky bottom of the shallow 
water. The fish species are Epinephelus fasciatus (FORSSKAL) of the Serranidae, 
Gymnocranius japonicus AKAZAKI and Lethrinus variegatus VALENCIENNES of the 
Lethrinidae, and Parupeneus barberinoides (BLEEKER) of the Mullidae. All the 
species are useful for food, and the first or the blacktip rockcod is the most abun- 
dant along the entire coasts of the islands and islets of the Ogasawara Islands. 
Among these only in the second species three specimens are available for the ex- 
amination of the stomach contents. 

The identification of the species is rather difficult in some cases in which 
there are only the fragments of the carapace and chelipeds. In this paper alto- 
gether 20 crab species including some questionable ones were identified, and two 
pairs of chelae obtained from G. japonicus, which are probably referred to those 
of Lissocarcinus or allied genera of the Portunidae, are remained uncertain. There 
are otherwise a large and a small chelae of snapping shrimp referable to Alpheus, 
a chela of Callianassa which is an anomuran decapod called mud or ghost shrimp, 
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two specimens of Munida or lobster krill, a right or small cheliped of hermit crab 
referable to Calcinus, and two specimens of grapsid megalopa larvae. 

Although 123 crab species have hitherto been known from the Ogasawara 
Islands, it is remarkable that 11 of 20 species identified at present are new to this 
area. This fact indicates that the rocky bottom of the shallow or rather deep 
water is scarcely exploited. This sort of reports may be therefore of certain use 
not only for the systematics of the crustaceans, but also as the indicators for the 
ecology of the fishes and crustaceans. As summarized in Table 1, it is remarkable 
that 7 of 20 species are referable to the Majidae, representing 35% of the species 
recorded. The families subjected to food of fishes are the Dromiidae, Majidae, 
Parthenopidae, Portunidae, Xanthidae, Goneplacidae, so that the ratio of the known 
species of the Majidae among these families are only 14%. On the other hand, 
the low percentage of the Xanthidae for food is also remarkable, being 302; at 
present contrary to 69 in the known species of the above families. This fact 
may be attributed to the different habit and habitat, and it is briefly mentioned 
that the camouflage with the seaweed, sponge or other inorganic matter may be 
not always an effective means for the defence against the fishes. The relation 
between the crab and fish species is summarized in Table 2. "This suggests that 
as for the habit of food search Parupenus barberinoides may be somewhat different 
from Gymnocranius japonicus and Epinephelus fasciatus. 


十 脚 甲殻 類 は 貝類 や ゴカイ 類 と と も に , 底 棲 性 魚類 に と っ て 重要 な 餌料 で ある 。 魚類 の 胃 内 
容 物 が 判明 すれ ば , 水産 上 重要 種 の 生態 的 , 応用 的 な 面 に 利 す る 点 が 大 きい こと は 疑い が な い 。 
筆者 の 一 人 , 倉田 は 1968 年 以来 継続 し て 小笠 原 諸島 磯 根 資 源 の 調査 を 行なっ て いる が (倉田 ・ 
広瀬 , 1969 ; 塩屋 他 , 1969; 倉田 他 , 1969; 倉田 他 , 1971), 有用 魚類 の 生態 を 種々 の 観点 か ら 
調査 する た め , 胃 内 容 物 の 調査 も 開始 し た 。 胃 内 容 物 で 形 を 残し て いる の は 主として 内 類 と 甲 
殻 類 で ある が , その う も や 甲殻 類 の 資料 を まとめ た の が 本 報告 で ある 。 大 部 分 が カニ 類 で , 他 に 
は ュ コシ オ リエ テ エビ の ほか テッ ポ ウ エ ビ , ヤドカリ お よび スナ モグ リ の 鑑 部 が 残っ て いる に すぎ な 
Bok, カニ 類 で も 多く の 場合 氏 脚 か ある い は 甲殻 の 破片 で , 小笠 原産 カ みこ = 類 の 従来 の 記録 が 
多く な く , まし て や その 生態 的 な 報告 は 絶 無 で ある た め , その 同定 は 容易 で は な い 。 一 般 に 低 
潮 線 下 に すむ 生物 の 生態 を 明らか に する に は 大 変 な 労苦 を 必要 と する 。 PISOuUUJEKC3114 
物 は まだ し も ゃ , 岩礁 な いし サン ゴ ご 礁 か ら な る 海洋 島 で は 採集 も 困難 で , その 生態 を 明らか に す 
る の は 至難 の 技 と 言え そう で ある 。 今回 の 報告 は 胃 内 容 物 調査 の 第 1 報 と し て , 魚類 と 甲殻 類 
双方 の 生態 に 関し て 互い に 寄与 する と ころ が ある と 信ずる 。 また カニ 類 に 関し て は , カイ カム 
リ 科 の 新種 を 含め て , 分 類 学 上 興味 深い 種 が 多数 含ま れ て いる 。 種 名 の 確定 し て いな い 種 ある 
い は 疑問 種 に つい て は 今後 と も 機会 を みて 調査 し て ゆく < 所存 で ある が , 各位 の 御 叱 正 お よび 御 
教示 が 得 ら れれ ば 幸い で ある 。 

新種 の 模式 標本 お よび その 他 す べ て の 資料 は 国立 科学 博物 館 動物 研究 部 に 保管 され て いる 。 
な お , 魚類 の 分 類 , 生態 に 関し て は 水産 庁 東海 区 水産 研究 所 の 阿部 宗 明博 士 か ら , ゾ エ ア 幼生 
に 関し て は 神奈 川 県 立 博物 館 の 村岡 健作 氏 か ら 御 教示 を 受け た 。 また 文献 探索 に 際 し て 国立 科 
学 博物 館 図書 斉 の 藤岡 薫 氏 の 労 を 炉 わ ち し た 。 上 記 諸 氏 に 感謝 の 意 を 表す る 。 - 
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研究 に 用 いた 資料 は 1) アカ ハタ , 2) シロ ダイ , 3) ホホ アカ クチ ビ , 4) イン ド ヒ メ YOR 
中 より 得 ら れ た も の で ある 。 これ ら の 魚類 は 磯 魚類 釣 獲 試 験 の 一 環 と し て , 東京 都 小 笠原 支庁 
所 属 の 漁業 指導 船 , 興 洋 に ょ っ て 採集 され た も の で ある 。 

D アカ ハタ (スズ キ 科 ) Epinephelus fasciatus (FOASSKAL) 

本 州 中 部 以 南 , イン ド 西 太平 洋 に 広く 分 布 す る 朱 赤 色 の 美しい 魚 で , 体長 40 cm に 達する 。 
生 時 は 体側 に 不定 形 の 白斑 が 2 ICME, 死後 約 5 条 の 濃 赤 色 の 横 帯 か み ら れ る 。 小 等 原 の 
岩礁 地域 に は と くに 多い 魚 種 で , 食用 と し て 賞味 され て いる 。 

1973 年 11 月 21 日 に 人 丸 島 で 採集 し た 個体 で , 体長 27.2 cm, 体重 240g で ある 。 

2) シロ ダイ (フェ フキ ダイ 科 ) Gymnocranius japonicus AKAZAKI 

主として 奄美 大 島 , 沖縄 , 小笠 原 か ら 知 られ て いる 沿 岩 岩礁 性 の 肉食 魚 で , 小笠 原 で は ギン 
KA ELSE, 体長 は 35 cm 以上 に 達し , フェ フキ ダイ 科 の 他 種 と 同様 , 肉 は 白く て 美味 で ある 
が , や や 喫 気 が あ る 。 

1974 年 10 月 11 日 に 兄 島 東部 の テ ボ シ 岩 付近 で 採集 し た も の で , (1) 体長 31.8cm, 体重 690g, 
(2) 34.0 cm, 815 g, (3) 33.6 cm, 800g で ある 。 

3) ホホ アカ クチ ビ (フェ フキ ダイ 科 ) Lethrinus variegatus VALENCIENNES 

灰 緑 な いし 紫 灰 色 で , ひれ が 赤く , 鯉 凌 の 後 端 の 赤 紋 が 目立つ 。 シ マク チビ と も よぶ 。 体長 
35cm 程度 の 沿岸 岩礁 性 の 肉食 魚 で , 食用 魚 と し て 重要 で ある 。 分 布 は 広く , 鹿児島 県 以 南 , 
ミク ロ ネ ン ア の 島々 , 東 ア フリ カ , 紅海 か ら 知 られ て いる 。 

前 種 と 同様 , 10 月 11 日 に 兄 島 東部 の エボ ン シ 岩 付近 で 採集 し た も の で , 体長 34.8cm, 体重 
690g で ある 。 

4) イン ド ヒ メジ (ヒメ ジ 科 ) Parupeneus barberinoides (BLEEKER) 

沖縄 諸島 以 南 , 南 太平 洋 , イン ド 洋 中 部 まで 分 布 する 熱帯 性 の と メジ で ある が , 概して 稀 種 
で ある 。 体長 は 30 cm ほど に な り , 前 体 部 は 暗 褐色 , 後半 部 は 黄色 で , Wid EX SO 
縦 帯 が 目立っ て 美しい 。 FRREROBRICH S 1 対 の 触 府 は ヒメ ジ 科 の 著しい 特徴 で , EH 
こと 用 いる が , と くに 味覚 に 敏感 で ある と いう 。 

1974 年 10 月 11 日 に 兄 島 東 部 の エボ シ 岩 付近 で 採集 し た 個体 で , 体長 は 29.3 cm, 体重 は 
460 g で ある 。 


分 類 
Family DROMIIDAE カイ カム リ 科 


124.” Sphaerodromia lethrinusae sp. nov. (Text-fig. 1) 

ホホ アッ カク チビ より 1 雄 ( 完 模式 標本 ), 1 雌 ( 副 模式 標本 )。 と も に 完全 個体 で , cron 
幅 7.2, 4.9 mm, 甲 長 7.4, 5.2 mm。 語 模 式 標本 は や や 小形 の 個体 で 腹 肢 の 発達 が 不 十分 で あ Do 
一 見 Crybtodromia 属 を 考え させ る が , 雌 の 胸 甲 に ある 縦 療 が , 生殖 孔 の 開口 する 第 2 歩 脚 の 底 
節 に まで 達し な いと い 2 特異 な 特徴 を も っ て お り , それ 故 本 属 に 含め られ る 。 本 属 の 既知 2 種 は 
いずれ も あま り 良 く 知 られ て いな い が , その うち の 1 種 S. nux ALCOCK の 雄 に は 通常 の 2 対 


1) 登録 番号 , 太字 は 小笠 原 新 記録 種 。 
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に 加え て , 3 対 の 痕跡 的 な 腹 肢 が あり , ALCOCK (1899, 1901) に より 属 の 特徴 と きれ た 。 55 
1 種 S. kendalli (ALCOCK et ANDERSON) の 雄 は 残念 な が ら 知ら れ て いな い が , 痕跡 的 な 腹 
肢 の 存在 は 系 統 学 上 重要 な 特徴 で ある 。 し か し , 異常 個体 に み ら れ る こと と が ある の も 周知 の 事実 
で ある の で , S. nux の 模式 標本 が 正常 個体 で ある か どう か を 確認 する 必要 が ある 。 小笠 原産 の 
本 種 で は 雄 に は 通常 の 第 1, 第 2 腹 肢 し か 存在 し な い が , 雌 の 胸 甲 に ある 溝 の 特徴 か ら 本 属 と 
Liz, な お , BArss (1922) が 補足 し た よう に , 氏 脚 に は 副 肢 が あり , この 点 は Petalomera 
属 に 近い 。 

甲 帝 は 前 後 左右 に 強く わん 曲 し て , ほぼ 球形 。 短 毛 で 密 に お お われ て いる が , ご く 短 か いた 
め 肉 眼 で は 無 毛 の よう に 見 える 。 し か し , 甲 縁 付 近 で は や や 長く , 取り 除 か な けれ ば 縁 の 詳細 
は 観察 で き な い 。 甲 面 は 滑ら か で , SüEDGUDpSEXAGZI. 額 中 央 部 の 毛 を 取り 除く と , 
痕跡 的 な 中 央 歯 を 認め る こと が で きる 。< そ の 両側 は どく わずか に 突出 し て いる だ け で , Crypto- 
dromia 属 や Petalomera 属 に み ら れ る よう に , 板 状 に な る こと は な い 。 眼 密 上 緑 の 発達 も 悪 
く , 弱く わん 曲 す る だ け で 有 眼 宮 後 端 に 至る 。 前 側 縁 は 眼 寅 後部 に は じ ま り , 下 肝 域 へ は 向 か な 
い 。 不 明瞭 な が ら 2 歯 を 装う が , 常に 弱い 突出 か , ある い は 1~2 個 の 小 題 粒 を も つ 。 側 縁 中 央 
部 の 切れ 込み は 割合 深く , その 背面 部 の 鯉 域 は や や 明瞭 に くば ん で ここ に 第 4 脚 が お さま る 。 
SHA, 歩 脚 と も 軟 か い 短 毛 で お お われ , フェ ルト 状 を 呈す る 。 いずれ に も これ と いっ た 突起 や 
題 粒 は み ら れ ず , 縁 も 鋭く な い 。 前 2 対 の 脚 は ほぼ 等 長 で , 著しく 太い 。 いずれ も 指 節 の か ぎ 
爪 の 基部 に は 数 本 の 剛毛 が 輪 生 し て いる 。 最後 の 脚 は 第 1, 2 対 よ り も 明らか に 細い が , ほぼ 
FRC, 第 3 対 目 の 脚 の 約 2 倍 長 に 達する 。 この 脚 の 指 節 も や は りか ぎ 爪 状 で ある が , 基部 外 


Text-üg. l. ホホ アカ クチ ビ よ り 得 られ だ た カニ 類 。Crabs obtained from Lethrinus variegatus. 
a-d—Sphaerodromia lethrinusae sp. nov. a, carapace of holotype male, hairs removed. 
b-d, paratype female, carapace without hairs in dorsal and anterior view, and 
thoracic sternum indicating its oblique furrows. 71-4: First to fourth leg. go: 
Genital opening. A scale represents 1mm. 
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MUCH LO, 雄 の 腹部 は せま く , 末端 人 節 は 長 三角 形 で ある 。 第 1 腹 肢 の 先端 部 に は 黄色 長 
毛 を 生じ , 先端 部 は 突出 し な い 。 

A male (holotype, NSMT-Cr. 4958) and a subadult female (paratype, NSMT -Cr. 4959) 
from Lethrinus variegatus. The carapace breadth is 7.2 and 4.9mm, and its length 
is 7.4 and 5.2 mm, respectively. These specimens are referable to the genus Sphaero- 
dromia ALCOCK erected on S. kendalli (ALCOCK et ANDERSON) from the Bay of Bengal 
and S. nux ALCOCK from the Gulf of Martaban. The presence of the rudimentary 
appendages observed in the male type-specimen of the latter species is originally 
enumerated as one of the generic features. In the Dromiidae this is an outstandingly 
important for the discrimination of the genera, so that it is highly desirable to ex- 
amine, if possible, the type-specimen and additional materials and ascertain whether 
it is a normal feature or not. Unfortunately, two species are very imperfectly known 
and only a succeding record is that of S. kendali by BALss (1922) in which a female 
from Izu-Niijima was recorded and supplementarily mentioned only about the presence 
of the epipod on the cheliped coxa. This last feature is true in the specimens at 
hand, but in the holotype the additional appendages are not found at all. At present 
it may be advisable to emend the definition of the genus for accomodation of this 
new species. Therefore the most important feature characteristic of the present genus 
is that the sternal grooves of the female are widely separated and do not quite reach 
to the level of the genital openings on the antepenultimate pair of legs. 

The new species is closer to S. kendalli rather than to S. nux in which the antero- 
lateral border of the carapace runs nearly up to the angle of the buccal cavern. The 
Ogasawara Islands species is readily distinguished from the former by the different 
contour of the carapace with the ill-developed lateral angles of the front, the pro- 
portionally much wider fronto-orbital border, the presence of two anterolateral teeth 
which are low, but distinct, and the long last leg. The last feature is remarkable, 
since in the new species the last leg is about twice as long as the third and nearly 
equal in length to the first two pairs. The brief description is prepared as in the 
following lines. 

“Carapace subcircular, globose and entirely smooth when denuded. Hairs short for 
greater part of dorsal surface so as to be nearly naked for unaided eye, but longish 
along frontal, orbital and anterolateral borders, disguising their natures. Front not 
strongly developed with narrow dorsal depression, a small triangular median tooth 
directed downward and ill-developed lateral angles. Supraorbital eave weakly convex 
anteriorly and then concave near external orbital angle, not developed as a thin lobe. 
Infraorbital border with a slit-like interruption just near external orbital angle and 
with a bluntly triangular tooth outside of antennal basal segment. 

* Anterolateral border convex, run nearly up to external orbital angle, and with 
two indistinct lobes. In holotype male first tooth of each side with two granules of 
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good size, but in paratype female it indicated only by a mound. First tooth not 
angulated, but fairly distinct, since anterolateral border rather longitudinal behind 
external orbital angle toward first tooth and then convex posteriorly. Cervical in- 
dentation forms an inclined V-shaped sinus, dorsal surface of branchial region being 
more or less widely depressed. 
" Chelipeds and ambulatory legs with thick felt. No remarkable tubercles and 
granules. First two pairs of legs stout and subequal in length and shape. Third leg 
about a half of precedings. Last leg much narrower than others, being as long as 
first two pairs. Dactylus of this leg talon-like with a subsidiary spinule at its base 
of outer border. Abdomen narrow with a thick tomentum and without granules or 
tubercles, its terminal segment being elongated triangle. Male first pleopod with an 
apical tuft of thick stiff setae." 


Family MAJIDAE クモ ガニ 科 


8. Achaeus boninensis MIYAKE et TAKEDA, 1969 (Text-fig. 2a,b) オガ サワ ラ ア ケ ウ ス 
( 新 称 ) 

アカ ハタ より 1 雌 。 シ ョ ダイ (2) より 左 氏 脚 。 ア カ ハ タ より 得 ら れ た 由 の 甲殻 は 著しく 不 完 
全 で 軟化 し て いる 。 原 記載 の 雄 に みみ られ る 球 の 位置 は 丸み の ある 隆起 と し て 残っ て お り , また 
眼 柄 に は 大 き な 三 角形 の 突起 が ある 。 いずれ も 消化 作用 に よっ て 画 が 失わ れ た も の と 思わ れ , 
額 に も 球 が な い 。 Achaeus BOREL UTC, HECERA ba, 全体 と し て 低い 三角 形状 
を 呈す る た め , 雄 に 比 し て 肝 域 の 突出 が 目立た な い 。 この 標本 は 不 完全 で も あり , WORE 
よっ て アワ ソ ツ ブ ア ケ ウッ ウス A. tuberculatus MIERS O の よう ら な 観 を 呈す る が , 歩 脚 の 後 2 対 の 指 節 
が 強く わん 曲 し て 鎌 状 に な っ て いる 。 これ は 他方 ト デ ア ケッ ウス A. spinosus MIERS に 似 て い 
る が , 名 脚 掌 部 の 上 縁 に 3 球 が 並ぶ ぶ の が 本 種 の 特徴 と な っ て いる 。 シロ ダイ より 得 ら れ た 名 脚 
の 状態 は あま り 良 く な い が , 指 部 の 不 規 則 な 切断 縁 の 状態 お よび 掌 部 上 縁 に 3 丈 が 認め られ る 
こと か ら 本 種 の も の と 同定 し た 。 本 種 は 筆 島 沖の 水深 200m, 岩 の 多い 海底 か ら 採 集 さ れ た と 
いう 雄 ( に も と づい て 記載 され た 。 小 等 原 近海 に 稀 で は な いと 推察 きれ る が , 今回 の 資料 か ら 考 
える と , その 水深 の 記録 に は 問題 が か あり そう で ある 。 

A female from Epinephelus fasciatus and a left cheliped from Gymnocranius japo- 
nicus. The female carapace is somewhat digested to be soften, so that the spines 
characteristic of this species are indicated only by the convex mounds. As usual in 
the genus Achaeus the female carapace is rather triangular due to having the bulged 
branchial regions. It is otherwise remarkable that three spines on the upper border 
of the palm are always distinct. E 


125. Huenia proteus DE HAAN, 1839 (Text-fig. 2c) ユノ ハ ガ ニ 

アカ ハタ より 甲殻 前 半 部 お よび 歩 脚 。 額 角 の 形態 が 特徴 的 で , 同定 に 問題 は な い 。 雌雄 で 形 
態 を 異 に する こと は 有名 で , この 個体 は 雄 で ある 。 額 角 は イッ カク ガニ Menaethius monoceros 
の 場合 と 異な っ て , 強く 側 届 し て いる 。 
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RRS. 74, オー スト ラリ ア , イン ドド まで 広く 分 布 し , 水深 5~30m の 岩礁 地帯 か 
ら 採集 され る 。 | 

Anterior half of carapace and ambulatory legs from Epinephelus fasciatus. This 
species is well known by the fact that the contour of the carapace is different in 
both sexes. The material at hand is without doubt referable to the male. The rostrum 
fringed with stiff curled setae along both borders is strongly compressed, differing 
from that of Menaethius monoceros. 


cg 
dfhij 


Taxt-ig. 2. アカ ハタ より 得 ら れ た カニ 類 。Crabs obtained from Epinephelus fasciatus. 
a, b—Achaeus boninensis, left chela and dactylus of ambulatory leg, respectively. 
c—Huenia proteus, anterior part of carapace. d, e— Maja sp., anterior part of 
carapace in dorsal and ventral view, respectively. f—Menaethius monoceros, 
carapace. g—? Pseudolambrus beaumontii, left cheliped. h—Actaea hodulosa, 
right chela without movable finger. i—Etisus electra, right chela. j—Pseudo- 
limera hellerii, anterior half of carapace. A scale represents 1 mm. 


126. Naxioides mammillata (ORTMANN, 1893) (Text-fig. 5a) エダ ツノ ガニ 
ショ ダイ (3) LO PRAE At LOB, NaC, 額 角 長 7.5mm し か な く , $ 
脚 も る 雌 型 で ある 。 本 種 は 額 角 長 4cm に 達する 大 型 種 で ある か ら , 幼 若 個体 で , 若干 の 相違 は 
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この た め と 考え られ る 。 額 角 が 基部 か ら 広 く 開 いて いる こと , BE ESELOSDSBC- 
と , お よび 歩 脚長 人 節 の 上 縁 末端 の 東 が 著 し く 長 いこ と が 注目 され る 。 成体 で は 額 角 が あま り 開 
か ず , 基部 2/3 か ら 少 し ずつ , BIRD SECO PRS HTS, し か し , Teme GELD dv 
ば , 本 種 と 同定 する こと に は 問題 が な い 。 

分 布 は 相模 澄 以 南 鹿児島 を 経て 長崎 , 対馬 まで に わた り , イン ド 洋 の Salomon Bank 254 
記録 きん て いる 。 水深 70 ン 215 m で , 泥 底 ある い は 貝殻 まじ り の 砂 底 に す せ と され て いる 。 

Anterior part of carapace, both chelipeds and ambulatory legs from Gymnocranius 
japonicus. This is a juvenile specimen, but safely identified as this species due to 
having an accessory spinule on each rostral spine. It is noted that the rostral spines 
are widely divergent from the base, a preorbital spine is obtuse at the tip, and the 
terminal spine of the upper border of each ambulatory merus is very long. These 
features different from those of the large specimens are referred to the juvenile state 
of the specimen. 


127. Maja sp. (Text-fig. 2d, e) 

アカ ハタ より 甲 毅 前 端 部 。 大 き さ か ら 考 えて 幼 若 個体 で , 額 角 も 恐らく 中 央 部 付近 で 折れ て 
いる 。 特 徴 を 略記 する と , 眼 衝 上 縁 の 後 端 は 球 に 終り , BRER oC 1 東 あ る 。 また 第 2 触 
角 基 部 の 末端 に 2 団 あ り , 鞭 状 部 は 眼 密 の 内 部 に 出 て いる 。 これら の 特徴 は Maja 属 に あて は 
まる が , 細部 の 形態 が その まま あて は まる 種 は 見 当たら な い 。 成長 と と も に , BIOS 
り , ARR LER LIRILG > LEST SAREE HS, これ ら 刺 の 配置 か ら は また Leptomi- 
thrax 属 と も 考え られ る が , 第 2 触角 鞭 状 部 は 眼 密 か ら 閉 め 出 され る は ず で ある 。 も し 成長 と 
と も に その よう な 状態 に 変化 し て いく と すれ ば , ヒメ コシ ンマ ガニ L. bifidus ORTMANN に に 近 
いで あろ うら が , 眼 後 隷 の 先端 が 二 叉 し て いな けれ ば な ら な い 。 

Anterior part of carapace from Epinephelus fasciatus. This is probably a young 
specimen, so that the definite identification is impossible due to the absence of the 
important parts. The arrangement of the supraorbital, intercalated and postorbital 
spines and the details of the antenna and orbit may be closer to the present genus 
than to Leptomithrax. 


128. Menaethius monoceros LATREILLE, 1825 (Text-figs. 2f, 4a) イッ カク ガニ 

アカ ハタ より 甲 帝 , 甲 帝 後半 部 , PRM, AHR LOS, vert (2) より 2 個 
体 。 シ ロダ イ よ り 得 られ た 2 個体 の うち 片方 は 甲殻 が な い 雄 , も うら 一 方 は 甲殻 の 左 後半 部 と 腹 
部 が こわ ち れ て いて 性 の 決定 は で き な い 。 いずれ も 十分 に 成長 し た 個体 で は な い が , 特徴 的 な 失 
っ た 額 角 と 錯 脚 の 形態 に よっ て 同定 可能 で ある 。 アカ ハタ か ら 得 られ た 右 氏 脚 は 同時 に 得 ら れ 
た 甲殻 に 比 し て 大 きく , 別 の 個体 の も の と 思わ れる 。 また 歩 脚 が 数 本 残っ て いる が , どの 個体 
の も の と も 断定 で き な い 。 

本 種 は イン ド 西 太 西 洋 に 広く 分 布 する 普通 種 で , 額 角 や 甲 帝 の 輪 部 に 変異 が 多い た め 多 く の 
異名 が ある 。 潮間 帯 か ら 20m くら いま で の 海藻 の は えて いる 環境 に すむ 。 

A male without carapace and a specimen without abdominal part from Gymnocranius 
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japonicus, and a carapace, posterior half of carapace, carapace with both chelipeds, 
right cheliped and somesambulatory legs from Epinephelus fasciatus. All the speci- 
mens are rather small, but safely referable to this variable and widely distributed 
species due to having the characteristic rostrum and chelipeds. A right cheliped 
obtained from E. fasciatus is considerably large and probably belongs to the specimen 
other than three obtained together. : 


16. Oncinopus angustifrons TAKEDA et MIYAKE, 1969 

Thana Xo 個体 。 も と も と 石灰 化 が 不 十 分 な た めか 甲殻 の 一 部 が 変形 し て いる こと と 
歩 脚 の 長毛 が 脱落 し て いる こと を 除け ば , いずれ も ほぼ 完全 個体 で ある 。 原 記 較 に よく 一 致し , 
額 の 左右 が 耳 状 に 突出 し て いる 点 が 特徴 的 で ある 。 強い て 相違 点 を 捜せ ば , これ ら の 個体 で は 
眼 柄 が や や 急 に 先細り と な り , 角膜 部 付近 で 明 膝 に くびれ て いる こと で ある 。 

本 種 は 東シナ海 , BSH, 妊 島 沖 か ら 記 録 き れ て いる 。 水深 は 180~200 m, 岩 の 多い 海底 に 
産 す る と され た だ た が, 今回 の 資料 か ら 考 えて 水深 の 記録 に は 疑問 が ある 。 

Two females from Epinephelus fasciatus. The carapace is partly deformed and the 
fringe of the long setae of the ambulatory legs are partly broken off, but these females 
are otherwise in the good state of preservation. They are well agreeable with the 
original description, being most characterized by the angulated front with the auricular 
lateral ends. In these specimens the eyestalk is distinctly constricted near the cornea, 
tapering rather rapidly. 


18. Schizophrys aspera (H. MILNE EDWARDS, 1834) (Text.ig. 4b) ノコ ュ コギ リガ ニ 

シロ ダイ (2) OHMS X OUbEBU, SHEJUIIEBGLNLBUOHEdEL, 掌 部 は 平滑 で 長大 , 18 
部 先端 は へ こ ぢ 。 可動 指 に は 1 鈍 歯 が あ る 。 幼 若 個体 の も ゃ の と 思わ れる が , すでに 小笠 原 か ら 
記録 きれ て お り , 鍵 脚 の 特徴 か ら 同 定 に 問題 は な い 。 

イン ド 西 太平 洋 海域 に 広く 分 布 し , 礁 原 に 群生 する サン ゴ の 樹 間 に 幼 落 個 体 が 多い が , ぁ ふつ 
5 岩礁 の 57-20 m に 多 産 する 。 

Both chelipeds and ambulatory legs from Gymnocranius japonicus. This species is 
a common inhabitant of the coral reef and the rocky bottom in the shallow water of 
the whole Indo-West Pacific. Even if there is no carapace, it is readily identified by 
the characteristic cheliped having the spinose merus and carpus, and the excavated 
fingers with a high molar-like tooth on the movable finger. 


Family PARTHENOPIDAE ヒシ ガ = 科 


129. ? Pseudolambrus beaumontii ALCOCK, 1895 (Text-fig. 2g) コブ ヒシ ガニ 

アカ ハタ より 左 鑑 脚 。 掌 部 上 縁 が 6.5 cm と 大 変 小さ く , mfkouoruoumüBmowo:u 
判別 は つけ 難い が , 成体 の も ゃ の と すれ ば 本 種 の も の に 近い 。 すなわち , 掌 部 上 縁 は 全長 に わた 
っ て 丸み を 帯び て お り , PRL ORE RRO, ヒン ガニ = 科 の カ ヵ = 類 は 一 般 に 個 
体 数 が 少な く , 成長 に よる 佳 脚 の 変化 は ほとん ど 研 究 さ れ て いな い 。 酒井 (1965) は ヒシ ガニ 
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Platylambrus validus (DE HAAN) の 幼 若 個体 を 図示 し , RRL 0-5 VCLFPTRL OO ERR ZS BERGE Cre 
D, SB CUSBISZIPISÉEE OK MICS LEAL TVS, この よう な 事実 を 考え る と , この 
SHENI, た と えば Rhinolambrus pelagicus (RUPPELL) か その 近 縁 種 の 幼 若 個体 の も の と も 考 
えら れる 。 し か し , 掌 部 外縁 の 状態 か ら 本 種 の も の と 考え る の が 適当 で あろ う 。 

本 種 は 相模 沙 の 水深 65 て 85 m お よび スリ ラン カ 沖 ,、 アン ダマ ン 海 か ら 知 られ て いる 。 

Left cheliped from Epinephelus fasciatus. This small cheliped is characterized by 
having the rounded upper border of the palm without any granulated tubercles. The 
identification is difficult, but it is similar to that of this species rather than to those 
of the young forms of Rhinolambrus pelagicus (RUPPELL) or some allied species. 


130. Pseudolambrus ? sp. (Text-figs. 4c, 5b) 

ショ ダイ (2) ko AHA, v (3) LOM, 図示 し た よう に , 額 部 に は 大 き さ , E, 
深 さ が まち まち な 凹面 が 不 規則 に 並び , 著しく 粗 面 を 呈し て いる 。 背面 か ら 見 る と , 額 の 中 央 
部 は 三角 形状 に 突出 し て いる 。 一 方 腹面 か ら 見 る と , 第 1 触角 が 斜め に , ほぼ 45 度 の 角度 で た 
た まれ る こと , 第 2 触角 の 基 和 館 が 大 きく , Y 字形 に 近い 入 が ある こと が わか る 。 甲 面 の 不 規則 
な 凹面 は , GUINoT (1966) に より ヒン ガニ 科 と され た Actaeomorpha 属 に みみ られ る よう な 状 
態 で ある が , 額 角 の 形態 は 明らか に 上 異な る 。 本 種 を Pseudolambrus 属 と する 根拠 は うす い が , 
ヒシ ガニ = 科 の 近 縁 数 属 の 額 角 の 形態 を 考え れ ば , 本 属 の も の に 近い よう に 思わ れる 。 

ショ ダイ (2) より 得 ら れ た 右 氏 脚 も 著しく 粗 面 を 呈す る 。 特徴 的 で ある が , 残念 な が ら 額 域 
だ け の も の と 同種 と も 別種 と も 判定 する こと が で き な い 。 本 属 の も の と する 明確 な 理由 も な い 
が , それ ぞ れ の 印象 か ら 便 宣 的 に 同種 と し て お く 。 

Right cheliped and frontal region from two specimens of Gymnocranius japonicus. 
Both are distinctive in their ornamentation, but unfortunately at present we cannot 
identify them with certainty. There is also no sufficient reason to think that the 
cheliped and the fragment of the carapace belong to the same species. The dorsal 
surface of the frontal region is eroded with the remarkable depression of irregular 
size, shape and depth. The front is well protruded forward with an angulated median 
part. In the ventral view the antennule is folded very obliquely, and the antennal 
basal segment is ornamented with a sort of Y.shaped ridge. The determination of 
the genus to which this species is referred is uncertain, but probably to this genus 
rather than some related genera of the Parthenopidae. The right cheliped is also 
characterized by the deep erosion, especially the lower half of the outer surface of 
the palm being deeply sculptured. 


Family PORTUNIDAE ワタ リガ ニ 笠 


28. ? Portunus gracillimus (STIMPSON, 1858) (Text-fig. 4d) 

シロ ダイ (2) Lo EHH, 本 種 か ある 種 の 異名 で ある か , ある い は 忘れ られ だ た 種 で ある か 問 
題 が ある 。 この 左 名 脚 は 腕 人 節 よ り 先 端 部 し か な い が , 少な く と も ヒメ ガザ ミ P. hastatoides 
Fabricius の も の と は 異な り , 掌 部 上 縁 の 東 は 先端 より 約 1/3 の 所 に 位置 する 。 この 点 に 関し 
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て は P. tenuipes (DE HAAN) の も の と の 区 別 は 困難 で , 完全 個体 が 得 ら れ な けれ ば 正しい 同 
定 は で き な い 。 小 等 原産 と いう こと で , 便 宣 的 に 本 種 の も ゃ の と し た 。 


Text-ig. 3. ショ ダイ (0) より 得 ら れ た カニ = 類 。Crabs obtained from Gymnocranius japonicus. 
a, b—Hypocolpus granulatus, anterior half of carapace and right subhepatic cavity, 
respectively. c, d—both chelae of portunid crabs allied to Lissocarcinus. 


Left chela from Gymnocranius japonicus. This chela is at least different from that 
of P. hastatoides FABRICIUS in the feature that the distal spine of the upper border of 
the palm is situated at distal one third, but the identification as this species is highly 


tentative. 


131. Thalamita aff. exetastica ALCOCK, 1899 (Text-figs. 5c-g, 6a-c) イン ド ベ ニ ツ ケガ ニ 

シロ ダイ (1) より 額 域 , WS, SALA, ショ ダイ (3) より 額 域 , pSHHA. BA, 4 イン ド 
ヒメ ジ よ り 雄 2 個体 , MEL 個体, 幼 若 1 個体 。 イ ンド ヒュ メジ より 得 ら れ た 雌 は 破片 と な っ て い 
る が , SB, 歩 脚 と も ゃ 状態 は 良い 。 雄 で は 甲殻 の 周囲 . と くに 刺 の 先端 が 変形 し て いる 。 甲 幅 
4.7 mm の 幼 若 個体 は 甲殻 の み で ある が , 成体 に み られ る 前 側 縁 第 lS 
られ る こと か ら 同 種 と し た 。 図示 し た よう に , 成長 と と も に 額 の 形態 が 変化 する 。 

これ ら の 標本 は , STEPHENSON and HUDSON (1957) に より 定義 され た いわ ゆる exetastica 
group に 含め られ る 。 こ の グル ー プ は 額 が 6 歯 か ら な る こと と 前 側 縁 第 1 歯 ( 眼 窟 外 歯 ) に 小 
さ な 副 球 を も つこ と が 特徴 と され , いずれ Charybdis 属 に 移さ れる 可能 性 が ある 。 T. exeta- 
stica ALCOCK, T. macrodonta BORAADAILE, T. macrospinifera RATHBUN, T. macropus 
MONTGOMERY, T. spinifera BORRADAILE の 5 種 が 同じ グル ー プ に まとめ られ る が , 分 類 学 
的 に は それ ぞ れ 問題 か ある 。7'. exetastica は イン ド 近 海 と 相模 湾 か ら 記録 され , 雄 の 第 1, 第 
2 腹 肢 が SAKAI (1935) に 描か れ て いる 。7. macrodonta と macrospinifera は と も に 原 記載 
DAT, イン ド 洋 中 , 西部 か ら 知 られ て いる 。 いずれ も T.exelastica の 変種 , 亜 種 と し て 記 
載 さ れ た も の で ある 。 ア 7. macropus は オー スト ラリ ア 固 有 種 で , 東西 両 岩 の 水深 7 て 100 m か 
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ら 記録 きれ て いる 。7. spinifera も や は り exetastica の 変種 と し て 記載 され た も の で ある が , 
その 後 EDMONDSON (1954), CROSNIER (1962), STEPHENSON and RgEs (1967) 等 に よっ て 
記録 きれ , マダ ガス カル か ら フ フィリッピン, ハワイ まで 広く 分 布 し て いる こと が 明らか と な っ 
て いる 。 | 
小 等 原産 の 標本 は T. macropus お よび spinifera と は 額 歯 雄 の 第 1 腹 肢 の 形態 か ら 明 ら 
か に 異な る 。 T. macrospinifera は T. spinifera と exetastica の 中 間 形 態 と きれ て いる が , 
第 4 歯 が 痕跡 的 で ある と いう 。 し か し , この 特徴 は , 図示 し た よう な 幼 若 個 の みな ら ず , 個体 
変異 で も み ら れ る こと が あり , 模式 標本 を 調べ て 独立 種 で ある か どう か を 確認 する 必要 が ある 。 
T.macrodonta と exetastica は 記載 か ら 判 断 す る 限り , 遊 涼 脚 の 前 館 後 縁 に 小 東 が な いこ 
と に こよ っ て 他 種 か ら 区 別 さ れる 。 従来 イン て ンド ベニ ツケ ガニ T. exetastioa と され て いる 日 本 産 
の 種 で は この 点 明 ら か で な い の が 残念 で ある 。 小笠 原産 の 標本 で は , 数 と 大 小 に 変異 は ある が , 
と に か くく 長毛 の 下 に 小 丈 が 並ん で いる 。 雄 の 第 1 腹 肢 の 先端 部 両側 に は 束 毛 が 列 生 , また 第 2 
腹 肢 の 先端 は 開か ず , SAKAI (1935) の 図 と は それ ぞ れ 若干 の 不一致 が ある こと が 気 掛り で あ 
る 。 大 形 個体 で は 第 5 歯 が 側 方 に 突出 し , これ も や や 異な る よう に 見 える 。 これ は 小形 個体 の 
形態 か ら , 成長 に よる 差 と も 考え られ る 。 
相模 深 産 の イン ド ベ ニ ツ ケガ ニ と は 別種 と 考え られ る が , 大 形 個体 で は 第 4 歯 は 明 須 で あり , 
T. macrospinifera と 同定 する の は 問題 が 残る 。 小笠 原産 の 完全 個体 を 得 て 相 模 深 産 の 個体 と 
直接 比較 する こと と T. macrospinifera の 模式 標本 を 調べ る こと が まず 第 一 の 課題 で ある 。 
Two frontal regions, two pairs Of chelipeds and ambulatory legs from two specimens 
of Gymnocranius japonicus, and two males, a female and a carapace of a juvenile from 
Parupeneus barberinoides. 'These specimens are referable to the exetastica. group defined 
by STEPHENSON and Hupson (1957), in which the front is composed of six lobes and 
there is a subsidiary tooth at the base of the first anterolateral tooth. They pointed 
that this group is very close to and possibly should be transferred to the genus 
Charybdis. 'This group comprises T. exetastica ALCOCK, T. macrodonta BORRADAILE, 
T. macrospinifera RATHBUN, T. macropus MONTGOMERY and T. spinifera BORRADAILE. 
The specimens at hand are readily distinguished from T. macropus and spinifera 
by the different shape of the frontal teeth and the first male pleopod. T. macrospini- 
fera is described to be intermediate between T. spinifera and exetastica, the fourth 
anterolateral tooth being rudimentary. This feature is, however, often variable in- 
dividually or according to the developmental stages. It is rather difficult to warrant 
this species without the examination of the type-specimens. On the other hand, juding 
from the previous descriptions, T. macrodonta and exetastica are distinguished from 
the others by the absence of spinules along the posterior border of the natatory pro- 
podus. In the specimens at hand there are several spinules of variable numbers and 
sizes, and the male first and second pleopods are somewhat different from those of 
T. exetastica given by SAKAI (1935). It is highly probable that the Ogasawara Islands 
species is distinct at least from the Japanese T. exetastica, but at present we cannot 
identify it with certainty as T. macrospinifera which is imperfectly known only by 
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the brief original description. 


31. Thalamita sima H. MILNE EDWARDS, 1834 (Text-fig. 6d) フタ ベベ ニ ツ ケガ ニ 

イン ド ヒ メジ より 雌 1 個 体 。 甲 幅 1.5cm の 亜 成 体 と 思わ れる 個体 で , ほぼ 完全 状態 。 同定 に 
問題 は な い が , 小形 個体 で ある た めか 前 側 縁 の 第 5 歯 が 第 4 歯 同様 小さ く , や や 前 方 を 向い て 
いる 。 FHA OAR PRO RR ANIL C 45 5, 

本 種 は 東京 洪 以 南 , ハワイ , マダ ガス カル まで の イン ド 西 太平 洋 に 広く 分 布 する 。 FRIES 
は 岩礁 の 潮間 帯 に 多い が , 水深 35m まで の 所 か ら 記 録 さ れ て いる 。 

A female from Parupeneus barberinoides. This specimen with 1.5 cm in carapace 
width may be subadult, and probably due to this the fifth anterolateral tooth is nearly 
equal to the fourth and much smaller than the precedings, being directed rather 
obliquely forward. The characteristic scaly sculptures with depressed granules are 
distinct in the palm. 


Text-fig. 4. シロ ダイ (2) より 得 ら れ だ 甲殻 類 。Crustaceans obtained from Gymnocranius japonicus. 
a—Menaethius monoceros, left cheliped. b—Schizophrys aspera, left cheliped. c— 
Pseudolambrus ? sp., right cheliped. d—? Portunus gracillimus, left chela. e, f— 
Alpheus sp., large chela, outer and inner view, respectively. g—Callianassa sp., 
right chela. h—Caicinus sp., right cheliped. 


Family XANTHIDAE オッ ギガ ニ = 笠 

33. Actaea nodulosa WHITE, 1847 (Text-fig. 2h) 

FARK LOB, 可動 指 を 欠い て いる が , 腕 節 と 掌 部 に は 小 題 粒 に お お われ た 高い いぼ 
状 題 粒 が が 並び, 美しい 。 本 種 は すでに 小 等 原 か ら 知 られ て お り , 同定 に は 問題 な さそ う で ある 。 
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ハワイ か ら 紅 海 , マダ ガス カル まで , イン ド 西 太平 洋 の ほぼ 全域 に 広く 分 布 し , 水深 約 20~ 
80m か ら 記 録 き れ て いる が , 日 本 近海 の 産地 は 小 等 原 だ け で ある 。 

Right cheliped without movable finger from Epinephelus fasciatus. It is characteristic 
in having the warty high nodules covered with conical granules on the carpus and 
palm. The outer surface of the palm is armed with small tubercles instead of nodules, 
being reticulated or rather eroded. 


37. Actaeodes hirsutissimus (RÜPPELL, 1830) 

アカ ハタ より 雌 の 甲殻 前 半 部 と 腹部 ,、 シロ ダイ 1) より 雌 1 個体 。 シロ ダイ より 得 ら れ た 甲 
殻 は 数 片 に こわ れ て し まっ て いる が , 右 氏 脚 と 歩 脚 の 状態 は 良い 。 か た い 黒 色 短 毛 で お お われ 
て いる 点 が 特徴 的 で ある 。 甲 面 は 甲 城 に よく 分 けら れ , 丸い 題 粒 の 周囲 と 所 が 密生 する 。 前 側 
縁 は 4 歯 に 分 けら れ , AnA RR NDR, あま り 突 出せ ず , 毛 を 取り 除 か な けれ ば 
AREA CH A 

小笠 原 , 石垣 島 を 北限 と し, PACH, イン ド 洋 , 東 ア フリ カ , 紅海 に まで 達し て いる 。 

Anterior half of carapace and female abdomen from Epinephelus fasciatus, and a 
female from Gymnocranius japonicus. In a female obtained from the latter fish species 
the carapace is broken in some pieces, the right cheliped and some ambulatory legs 
are in the good state of preservation. Black stiff setae arising around the round 
granules are characteristic of this species. Four anterolateral teeth with granules and 
setae do not protrude from the general contour of the carapace. 


49. Etisus electra (HERBST, 1801) (Text-fig. 2i) 

Trak LOR, 指 部 先端 が 深く くぼん だ Etisus BROWN C, 可動 指 上 縁 の 基部 
付近 た に 小 突起 が あ る 。 近 縁 種 の パラ オォ 産 E. sakaii TAKEDA et MIYAKE "CUZ GEL 
広がり , また 可動 指 上 縁 に 突起 が な い 。 

奄美 大 島 以 南 , イン ド 西 太平 洋 全 域 の サン ゴ 礁 に ふつ うに みみ られ る 。 

Right cheliped from Epinephelus fasciatus. This is safely referred to this species, 
showing the characters of Etisus with the curved movable finger and the deeply ex- 
cavated tips of both fingers. In the cheliped of the allied species, E. sakait TAKEDA 
et MIYAKE from the Palau Islands, there is no protuberance at the base of the movable 
finger and the dark colour is greatly extended back onto the palm. 


132. Hypocolpus granulatus (DE HAAN, 1837) (Text-fig. 3a, b) クボ ミオ ウ ギ ガニ 

ショ ダイ (1) より 甲 毅 前 半 部 。 幸い 下 肝 域 の 一 部 が 残っ て いる た め 本 属 と する こと は 問題 が 
な く , また その 形状 か ら 本 種 と 同定 せ ざ る を 得 な い 。 大 き さ か ら 考 えて 明らか に 幼 若 個体 で , 
成体 と は や や 異な る 点 が み ら れ る 。 成体 で は 甲 域 は より 明瞭 に 区 分 され , わん 曲 し て l 題 粒 も 多 
い 。 こ の 甲殻 で は 前 側 縁 の 前 半 部 の 板 状 縁 取り の 後 端 お よび 続く 2 歯 が や や 鋭い 。 

本 種 は 東京 漆 以 南 土佐 浴 , お よび シャ ム 浴 か ら 知ら れ て お り , 水深 30~50m の 砂 底 ある い 
は 泥 底 に すむ 。 
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Anterior half of carapace from Gymnocranius japonicus. This specimen is very 
small, but the identification is probably correct because of the presence of the peculiar 
subhepatic cavity. 'The dorsal areolation is distinct, but each areola is not strongly 
convex as in the adult. 


133. Paramedaeus simplex (A. MILNE EDWARDS, 1873) (Text-fig. 5h, i) 

vuZ4(3) coms KE SILEATA, 各 節 に は 不 規 則 な 凹面 が 多く , 粗 面 を 量 す る 
25, 大 氏 脚 で は ほとん ど 滑 ら か な 場合 も ある 。 BERL Mk treo, Ee ES 
板 状 の 縁取 り と な っ て いる 。 | 

本 種 は イン 下 西 太平 洋 海域 に 広く 分 布 す る が , 日 本 近海 で は TAKEDA (1972) に より 石垣 島 
か ら 初 め て 報告 され て いる 。 

Both chelipeds from Gymnocranius japonicus. They are slightly different in size 
and shape, being ornamented by the irregular depressions and granules. In each of 


acde. 
b-h- i 


Text-fig. 5. シロ ダイ (3) より 得 ら れ た カニ 類 。Crabs obtained from Gymnocranius japonicus. 
a—Naxioides mammillata, anterior part of carapace. b—Pseudolambrus ? sp., anterior 
part of carapace. c-g—Thalamita aff. exetastica, anterior part of carapace, right 
cheliped, male abdomen, distal part of male first pleopod, and male second pleopod, 
respectively. h,i—Paramedaeus simplex, both chelae. A cale represents 1mm. 
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both chelipeds, however, the upper border of the movable finger is developed to be a 
plate-like crest. 


76. Pseudoliomera hellerii (A. MILNE EDWARDS, 1865) (Text-fig. 2j) 

アカ ハタ より 甲 帝 前 半 部 。 大 き さ か ら 考 えて 幼 若 個体 と 思わ れる が , MEO l AE 
特徴 的 で , 種 名 の 決定 は 可能 で ある 。 BUBSCEWICIOIG 03 BC CHE 4. 途中 で 消滅 し 
て いる 。 額 は 中 央 部 付近 が 強く 突出 し て いる 。 甲殻 の 前 側 緑 4 葉 の うち 前 2 葉 が 残っ て いる が , 
こと の 2 葉 を 分 ける くぼみ は 成体 で も 不明 肉 で ある 。 近 縁 種 に ア . variolosa (BORRADAILE) が 


Text-fig.6. イン ド ヒ メジ より 得 ら れ た 甲殻 類 。Crustaceans obtained from Parupeneus barberinoides. 
a-c—Tnalamita aff. exetastica, carapace of large, small and juvenile specimens, re- 
\ spectively. d—Thalamita sima, right chela. e—Palicus aff. serripes, carapace. 
f—Grapsid megalopa larva. g—Munida sp. A scale represents 1mm. 
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HOD, 甲 城 が 明らか で , それ ぞ れ わん 曲 し , 原 胃 域 は 完全 に 二分 , BUBUEEOSUSOAA 5E. 
本 種 は 小 等 原 の ほ か マレ ーー 群島, アラ フラ 海 , イン ド 洋 西部 の 島々 , 紅海 か ら 知 られ て いる 。 
Anterior half of carapace from Epinephelus fasciatus. 'This may represent the young 

form, but safely identified as this species because of the characteristic pearly granules 

and stiff, rather sparse setae. The areolation is traceable, but the regions are not 
strongly convex unlike P. variolosa (BORRADAILE) in which the areolation is markedly 
distinct and the protogastric region is completely subdivided into two. 


Family PALICIDAE イト アン ガニ = 科 


142. Palcicus aff. serripes ALCOCK et ANDERSON, 1894 (Text-fig. 66) イト アン ガニ 

AYFEAZVIOPR, AREEYTVdAIEOUA)T772 (ALCOCK and ANDERSON, 1894), 
トー レス 海峡 (CALMAN, 1900), +1 (SAKAI, 1935) か ら 記録 きれ て いる 。 一 方 , 従来 日 本 
か ら BArss (1922), YokoyA (1933) に より P. oahuensis RATHBUN と し て 記録 きれ て いた 
種 は , SAKAI (1963) が 新種 と し て オオ イト アシ ガニ P.amadaibai と 命名 し た 。 両 種 は 酷似 
し て お り , 甲殻 だ け で は 区 別 が 難 か し いよ う で ある 。 相違 と し て , 本 種 で は 歩 脚 が 肩 平 , 葉状 
で ある こと , 長 節 と 前 節 後 継が 銅 歯 状 に な っ て いる こと が あげ られ て いる が , 図 か ら 判 断 する 
限り , 前 節 の 後 縁 以外 に 相違 は 見 い 出さ れ な い 。 

酒井 (1965) が 日 本 産 種 の リス ト か ら 本 種 を は ず し て いる の は , 見 落し に よる も の か , ある い 
は 日 本 産 の ア . serripes は 誤り で , P.amadaibai 1 種 と すべ きだ と 意図 し た も の か 明らか で な 
い 。 引用 され た 文献 ,. また “オオ” を つけ た 和 名 か ら 判 断 し て 前 者 と 考え た い 。 小 等 原 の 標本 
で は 額 が 歯 状 に 突出 し て いな い 点 は 注目 に 値する が , 腹部 の 発達 状態 か ら み て 亜 成体 で ある 。 
確実 な 同定 に は 成熟 雄 の 完全 個体 を 調べ る 必要 が ある 。 

A female without chelipeds and ambulatory legs from Parupeneus barberinoides. 
This female may attain the larger size, since the abdomen and pleopods are not fully 
developed and probably represents the state of a subadult. From the Japanese waters 
altogether six species of this genus are known, though SAKAI (1965) excluded this 
species. Most of the species are imperfectly known, but only two species give rise to 
a problem in this paper. In 1963 Dr. SAKAI determined a Japanese species as new to 
science, which has hitherto been recorded as P. oahuensis RATHBUN by BaArss (1922) 
and YOKOYA (1933). He designated it as P. amadaibai, but did not mention the rela- 
tion with P. serripes in the description. P. amadaibai seems to be unexpectedly close 
to it which has once recorded from Sagami Bay by himself in 1935. The distinguishing 
feature may be the armature of the ambulatory legs, so that the definite identification 
of this female is difficult at present. 


z^ z 


表 中 より 資料 を 得 た 4 種 の 魚類 は 小笠 原 各地 の 岩礁 地帯 に 稀 れ で は な く , 筆者 ら の 落水 観察 
ある い は 阿部 (1969) に みる よう に , アカ ハタ は と ぐに 多い 。 し た が っ て , 得 ら ちら れ だ た ヵ カ = 類 の 多 
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く は それ ほど 稀 れ な 種 と は 考え られ な い が , 不 確 実 種 も る 含め て 一 応 同 定 し 得 た 20 種 の 2 ち 11 
種 が 初め て の 記録 で や る と いう こと は 注目 に 値する 。 これ は 小笠 原 の 甲 殻 類 が いか に 調査 され 
て いな いか と いう こと を 示し て いる の で ある 。 採集 が 困難 で ある こと は 否定 で き な い が , 何ら 
か の 方 法 で , 少し ずつ で も 資料 を 著 積 する 必要 が 強く 感じ られ る 。 

一 般 に 胃 内 容 物 の 同定 は 大 変 難 か し い が , 問題 と な る 海域 の 動物 相 が 徹底 的 に 調査 され て い 
hit, これ を 指標 と し て 破片 か ら で も ある 程度 の 同定 は 可能 と な る 。 将来 と も 胃 内 容 物 調査 も 
動物 相 の 調査 も 並行 し て 行なう こと は , こう らい 2 意味 か ら も 必要 で あり , 互い に 負う と ころ が 
KEW, 今回 の ヵ = 類 資料 の 同定 結果 を あら た め て 整理 し て みる と , 6 科 19 属 20 種 で . イト 
アン ガニ 科 の 記録 は 初め て で ある 。 この 19 属 20 種 と いう 数 字 も 属 と 種 の 関係 か ら 注 目 さ れる 
べき ゃ ので, 1 属 2 種 と いう の は ワタ リガ = 科 の Thalamita 属 の み で ある 。 この よう な ケー ス 
を 概観 し て みる と , た と えば 筆者 ら の 経験 か ら パ ラオ 諸島 な どの 場合 と 似通っ て いる こと が わ 
か る 。 すなわち , 熱帯 の 海洋 島 と いう 特殊 海域 を 示唆 し て お り , 温帯 海域 の 沿岸 地帯 と は 明 ら 
か に 様相 を 異 に する 。 各 科 ご と に その 属 種 の 数 を 記す と 表 1 の よう に な る 。 


表 1. 本 報告 お よび 小 等 原産 カニ 類 の 属 種 数 。 
( ) 内 は 新 記録 数 。 


ixl D E = 
ee NE S. 2. Catia ee, 1975), 

Dromiidae 534753475 la B 1 q) fé 1 属 2 種 
Calappidae カラ ッ ズ 科 27 4” 
Hymenosomatidae ヤワラ ガニ = 科 la 1 ヶ 
Majidae クモ ガニ ミニ 科 74 7 Tar. 12 » 13 x 
Parthenopidae ヒン ガニ 科 lo^ 2 @) ヶ 5 5 
Portunidae ワタ リガ ニ 科 2 n" 3 q) ヶ 5» 6 7 
Xanthidae オウ ギガ ニ = 科 6 2 ^ 6 (2) 7 32 " 63 ヶ 
Goneplacidae エン ュ ウ ガニ 笠 2» 2" 
Pinnotheridae カク レガ ニ 科 1 ヶ l^ 
Palicidae イト アシ ガニ 笠 lo^ lam? 

Ocypodidae スナ ガニ 科 Qu 6 ヶ 
Grapsidae イワ ガニ = 科 13 7 - 18 ヶ 
Gecarcinidae オカ が ガ が = 科 | 2» 2 ァ 


本 報告 で 扱っ た カニ 類 が 示す 著 し い 特 徴 は , 表 1 に 示さ れる よう に , クモ ガニ 科 の 占め る 比 
率 が 高い こと , また 反面 オッ ウッ ギ ガニ 科 の 比率 の 低い こと で ある 。 お そら く 焦 類 の 餌 の 対象 と な 
る の は カイ カム り 科 , クモ ガニ 科 , ヒシ ガニ 科 , ワタ リガ = 科 , オウ ギガ = 科 , テン コウ ガニ 
科 お よび イト アシ ガニ = 科 で あろ う 。 最後 の 科 は 今回 の 資料 に は 含ま れ て いる が , 全体 と し て 種 
数 , 個体 数 と も 少な く , 餅 と し て の 重要 性 は ほとん ど 考 えら れ な い 。 し か し , 反面 それ だ け 指 
標 種 と し て 認め られ る 可能 性 が な い 訳 で は な い 。 また 現在 アサ ヒガ ニ = 科 は 小 等 原 か ら 未 記録 で 
ある が , 砂 泥 底 に すむ も の で あり , 急 類 の 胃 中 に 見 い 出さ れる こと が あれ ば , イト アン ガニ ミニ 科 
と 同様 の ケー ス に な る と 思わ れる 。 l 

これ ら 岩 礁 性 の 魚類 は 一 般 に 視覚 が 鋭く , 行動 も す 早 い 。 し た が っ て クモ ガニ = 類 が 海藻 や ご 
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Jp GIA WLA4A72-—u0 し て いて る も, ゆっ くり で も 動き さえ すれ ば 捕え られ て し まう こ 
と に な る 。 カム フラ ー ジ a と いう 生態 は 防御 手段 と し て 秀 れ て いる よう に 考え られ て いる が 
その 実 魚類 に 対し て は それ ほど 有効 で は な いと いう こと と で あろ うら 。 これ は カイ メン や 群体 ボ ヤ 
を 背負 っ て いる カイ カム リ 類 に も あて は まる 。 クモ ガニ 科 は 従来 12 属 13 種 し か 知ら れ て い ず ' 
この 13 種 と い 2 数 は 上 記 の 餌 の 対象 と し て あげ た 料 の 全 種 数 の 14 に すぎ な い 。 これ に 対し 
C, 今回 の クモ ガニ 類 は 4 属 4 種 が 新た に 記録 きれ た も の で ある が , 7 種 の 占め る 割合 は 35% 
で ある 。 
従来 知ら れ て いる オッ ゥ ギガ = 類 は 32 属 63 BC, クモ ガニ = 類 の 場合 と 同様 の 数 値 を 算出 し て 
みる と , これ は 69% を わずか に こえ る 。 これ に 反し て , 今回 の 資料 で は 2 属 2 種 が 新 記録 で , 
合計 6 種 。 これ は ちょ うど 30% に し か な ら ず , 餅 と し て は クモ ガニ 類 よ りゃ も 少な い 。 COR 
因 は 資料 が まだ 少な いこ と を は じ め , いろ いろ 考え られ る で あろ う が , オウ ギガ = ニ 類 の 多く が 
サン ゴ 塊 や 岩 の 隙 間 な ど に 常駐 し , ほとん ど 外 を 出 歩 か な いこ と が 主因 で は な いか と 思わ れる 。 
これ ら の 魚類 の 体長 , 口 の 構造 な どか ら 考 えて , サン ゴ 塊 を 割っ て カニ を 取り 出す と か 小 塊 を 
丸 の み に し て 不 消化 物 を 吐き 出す と いう よう な こと は 考え られ ず , オウ ギガ ニ = 科 の 低い 数 値 が 
一 応 背 定 さ れる 。 事実 , 実際 に 潜水 し て みる と , 小形 の オウ ギガ = 類 が 海中 で 発見 され る こと 
は 極め て 少な い 。 一 方 クモ ガニ = 類 ,. カイ カム リ 類 は ある 種 の 生物 体 上 に つい て いた り , 海藻 で 
カム フラ ー ジ 。 し て いる が , 注意 深い 潜水 者 な ら 発 見 する こと が で きる 。 また ワタ リガ ニ = 類 は 
動き が 早い の で よく 目 に つく 。 今後 の 調査 で オウ ギガ ニ 類 の 種 数 も 増加 する も の と 思わ れる が , 
今回 の 資料 で も 顕著 な よう に , 幼 若 個体 ある い は 小形 種 が 餌 の 対象 と な る と 推定 され る 。 
資料 の 蓄積 が 十分 で は な い の で , 魚 種 お よび 魚体 ど と の 食性 の 相違 を 指摘 する の は 現 段 階 で 
は 難 か し く , また 適当 で は な いか も し れ な い 。 し か し , 本 文中 で は 分 類 学 的 な 配列 と し た の で , 
ここ で 魚体 ど と に 整理 し て みる と 以下 の よう に な る 。 
アカ ハタ ー-4coezs boninensis, Huenia proteus, Maja sp., Menaethius monoceros お よび 
Oncinopus angustifrons (7 © JJ — £V) ; ? Pseudolambrus beaumontii (ヒン ガニ = 科 ); Actaea 
nodulosa, Actaeodes hirsutissimus, Etisus electra お よび Pseudoliomera hellerii (オウ 
X3 -B9). 
シロ ダイ (D-—Thalamita aff. exetastica (ワタ リガ ニ 科 ): Actaeodes hirstissimus お よび 
Hypocolpus granulatus (オウ ギガ ニ 科 )。 他 に ワタ リガ = 科 の も の と 思わ れる 鉄 が 2 対 と 
Thalamita 属 の も の と 思わ れる 指 部 が ある 。 前 者 は いずれ ゃ も 掌 部 か ら 先 の 部 分 だ け で , A 
も 球 も な い 。7?5sgcg7cz24S 属 か その 近 縁 属 の も の と 思わ れる が , 同定 不能 で ある 。 また テッ 
ポッ ウェ エビ の 小 氏 脚 が か ある が , シロ ダイ (2) か ら 得 られ た 大 氏 脚 の ゃ の と 同種 で ろ あ う 。 
シロ ダイ (2)—Achaeus boninensis, Menaethius monoceros お よび Schizophrys aspera (7 
モ ガ ニ 科 ): Pseudolambrus ? sp.( ヒ ン ガ ニ 科 ): ? Portunus gracillimus (ワタ リガ ニ 笠 )。 
他 に テッ ポ ウ ェ エビ 科 の Alpheus sp. の 大 錯 脚 , スナ モグ リ 科 の Callianassa sp. D KEH 
先端 部 お よび ヤドカリ 科 の Calcinus sp. O/HBU2:45 0, いずれ も 図示 し た 。 また , や や 
こち われ て いる が , イン ド ヒ ッ ジ か ら 得 られ た も の と 同種 と 思わ れる メガ ロペ 幼生 が ある 。 
シロ ダイ (3)—Naxioides mammillata (クモ ガニ 科 ): Pseudolambrus? sp. (ヒン シン ガニ = 科 ): 
Thalamita aff. exetastica (ワタ リガ ニ 科 ): Paramedaeus simplex (オウ ギガ ニ 科 )。 
ホホ アカ クチ ビーSphaerodromia lethrinusae (カイ カム リ 科 )。 
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イン ド ヒ メジ ーThalamita aff. exetastica お よび T. sima (ワタ リガ = 科 ); Palicus aff. ser- 
ribes (イト アシ ガニ 科 )。 他 に ュ コシ オリ エビ 科 の Munida sp. が 2 個体 (1 個体 は 甲殻 前 半 部 
DA) と イワ ガニ = 科 の メガ ロス 幼生 が ある 。 

今回 の よら な 調査 で は 定量 的 な 研究 を 行なう こと は で き な い が , 上 記 の 魚 種 と カニ = 類 と の 関 
係 を 表 に し て みる と , 定性 的 に は 若干 の 知見 が 得 ら れる ( 表 2)。 これ だ け の デー タタ から 即断 は 
で き な い が , シロ ダイ と アカ ハタ は 食性 が よく 似 て お り , イン ド ヒ メジ の みや や 異質 で ある と 
いう こと が が 示唆 され て いる 。 格 内 他 (1971) に よれ ば , 釣 獲 試 験 の 結果 か ら は アカ ハタ お よび シン 
ロダ イ は 豊富 な 魚 種 で , 食性 に 関し て 魚 食 性 の アカ ハタ と 底 棲 小動物 捕食 性 の シロ ダイ に 分 け 
られ る 。 アカ ハタ 62 検体 の 胃 内 容 物 は すべ て 魚類 の み で あっ た こと が 表 に 示さ れ て お り , KR 
告 の 示唆 する と ころ と 必ず し ゃ 一 致し な い 。 さら に 今後 の 調査 が 必要 で ある が , アカ ハタ は 苦 
し まぎれ に 胃 内 容 物 を 吐出 する こと が 多い こと と を 付記 し て お きた い 。 


表 2. 本 報告 で 扱っ た 魚類 と 甲殻 類 の 関係 。 


(数 字 は 種 数 ) 
種 名 ya F イ ホホ アカ | イン ド 
アカ ハタ ーー ' ] 
科 名 その 他 (1) (2) (3) クチ ビ EAT 
Dromiidae カイ カム リ 科 1 
Majidae クモ ガニ 科 5D 3D 1 
Parthenopidae ヒシ ガニ 料 1 1» 1» 
Portunidae ワタ リガ ニ 科 19 1 19 29» 
Xanthidae オウ ギガ ニ 科 49 20 1 
Palicidae イト アシ ガニ 科 1 
その 他 | 
Alpheus sp. テッ ポ ウ ニ エビ 15 19 
Callianassa sp. スナ モグ ダリ 1 
. Munida sp. コン オリ エビ 1 
Calcinus sp. サン ゴヤ ドカ リ 1 
Megalopa メガ ロ パ 幼生 19 0039 


1) Achaeus boninensis と  Menaethius monoceros が 共通 。 2) Pseudolambrus ? sp. 
3) Tnalamita aff. exetastica が 共通 。4) Actaeodes hirstissumus が 共通 。5) (1) より 小 
col, (2) x り ASH. 6) お そら く 同 一 種 。 


実際 に 潜水 し て 観察 する と , シロ ダイ , ホホ アカ クチ ビ は 海底 近く の 岩礁 , サン ゴ 礁 の 上 縁 1 
m 前 後 の 所 を 単独 で 遊泳 し て いる 。 視覚 は 常に 前 方 か 斜め 前 方 下 に 向け られ て お り ,。 よく 目 を 
動か し て いる 。 アカ ハタ は 岩礁 か サン ゴ 確 問 に ひそ ん で な わ ば り を 作り , 前 方 また は 斜め 上 前 
方 を 見 て , よく 目 を 動か し て いる 。 一方, イン ド ヒ メジ は 2 へ 3 尾 の 小 集 団 で せわ し げに 海底 に 
接し て 餌 を あさ っ て いる こと が 多い が , 捕食 動作 に は 必ず し ゃ 触 寿 を 使わ な い 。 アカ ハタ を 除 
OT, シロ ダイ , クチ ビ ダ イ の 捕食 動作 は むし ろ 絵 浸 で ある が , 良く 発達 し た 目 で 海底 の 生物 
を 選択 的 に 捕食 し て お S お り , シロ ダイ の 胃 中 か ら は 多く の 微小 貝類 , 球 皮 類 が 出 て き て , カミ 類 
は むし ろ 少 な い 方 で ある 。 ほとん ど 動 き の な い 生 物 , た と えば アワ ブ ネ ガイ や オオ ボタ ン ウ ニ 
等 も 多く 捕食 され て いる の は 視覚 が よく 発達 し て いる か ら で ろ あら 。 また 胃 内 容 物 に 浮遊 性 の 
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軟体 動物 な ども 見 い だ さ れる と ころ か ら , いわ ゆる 岩礁 棲 魚 類 も 行動 範囲 , 食性 は か な り 変 化 
に 富ん で いる こと こと が わか る 。 
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